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重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策
　国語科においては、「読むこと」の分野を育成する。現状市平均と一番開いているのは「書くこと」の
分野であるが、文章を書くためには読む力が必要であるため、今年度は読む力を育成する。
　算数科においては、「数と計算」の領域を育成する。思考力が求められる問題において、そもそも四
則演算の能力不足による誤答が多いため、すべての問題の基礎となる数と計算の領域を育成するこ
とで算数科における全体的な底上げを図る。

　国語科においては、月曜日のチャレンジ国語の１５分を活用し、「読解力プリント」に取り組ませる。推奨学年から２学
年ほど下げたものから取り組ませ、問題の解き方を指導するとともに、児童に自分で解けたという達成感を味わわせ
ることを目的とする。
　算数科においては、授業時間冒頭５分をパワーアップタイムとし、スピード重視で簡単に解ける計算問題を出題する。
方眼が印刷されたプリントで問題の視写から行い、問題を解き、 ○ 付けを全体で行い、算数ファイルに綴じる。足し算
や引き算から始め、空位のあるわり算等少しずつ学力調査で出題される形式に近づけていく。
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